
令和６年度 園全体自己チェック評価表                     山口保育園 

 
園全体としての行事 職員研修内容 保育内容の公表 

小学校や地域の関係 

機関との連携 

情報を必要とする人 

への情報提供 

園全体としての今年度の

保育目標・ねらい 

今

年

度

の

評

価

点 

・年々暑さが厳しくな

り、園児や職員の体力や

熱中症対策の観点から、

運動会の開催時期を６月

とした。進級・入所当初

からの練習となったが、

職員相互の協力体制によ

り、無事開催することが

できた。 

・園内研修では、専門

（リーダー）としている

分野の研修を行ったこと

で、さらなる見識を深め

ることができた。 

・保育に関する研修だけ

でなく、職員同士の対話

や精神を落ち着かせた和

やかな研修を開催したこ

とにより、保育所の同僚

性や風土づくりが行なえ

た。 

・園だよりやクラスだよ

りにて毎月のねらいやク

ラスの様子などを保護者

へ伝えた。 

・日々の保育や子どもの

姿・様子をホームページ

で公開した。 

・地域の小学校との交流

が再開し、小学生とゲー

ムや校内の見学をした。

また、地域の小学１年生

を招待しゲームやカレー

ライス作りを楽しみ、触

れ合う機会を設けたこと

で就学へ向けての興味・

関心をもつことができ

た。 

・地域行事へは、子ども

たちが意欲をもって参加

し、観客に喜んでいただ

くために頑張る姿があっ

た。 

・園のホームページにて

保育活動内容や給食献立

などを知らせている。 

・保護者等との連絡手段

として携帯連絡機能Ｊモ

バイルを活用し、タイム

リーに周知することがで

きた。 

・園全体で子ども一人ひ

とりの健康状態や情緒

面、ヒヤリハット等を職

員会議で情報共有し、保

育環境づくり・認識・振

り返りをおこなった。そ

の結果、子どもの事故等

の発生件数が減少すると

ともに、担任以外の職員

も様子を気にかけながら

子どもと関わることがで

きた。 

今

年

度

の

課

題

点 

・夕涼み会で小学生が園

児のおもちゃを壊す行為

や、小学生の参加姿勢に

ついて保護者から苦情が

あった。小学校にも協力

を仰いでいきたい。 

職員全員がかかわり合う

（揃って）園内研修は難

しい状態である。 

クラスだよりの発行が安

定せず、保育内容の公表

ができないこともあっ

た。 

・園児が、地域の小学校

との交流はあるものの、

他地域の小学校と交流す

る機会はない。 

 

Ｊモバイル登録者の既読

率が低く、平衡状態であ

る。 

問題点が生じたときは、

速やかに職員間で情報共

有し合う場を設ける。 

次

年

度

の

改

善

点 

・小学校と連携し、小学

生が参加する行事につい

ては安全・安心で、楽し

かった思い出となるよう

にしていきたい。 

・感染症の流行時期を避

け、11 月におゆうぎ会開

催を検討している。 

・児童数や職員数を考慮

しながら行事内容等を計

画していく。 

園内研修は２部制にする

など、タイムマネジメン

トを図るとともに、専門

性をいかした研修を行

い、キャリアアップを図

る。 

職員数減、混合クラス増

となり、事務量負担軽減

や分担も考慮していかな

ければならない。 

感染症の流行を鑑みなが

ら、積極的に地域行事に

参加していく。 

保護者等へ、様々な場面

で、また口頭でも協力を

仰ぐ。 

保育活動から行事への展

開があるということを認

識し日々の保育を充実さ

せることで、個々の成長

に合わせた保育を心がけ

たい。 

 


